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・対象森林に関する
価値評価

・森林の価値や機能
最適化のための
造林計画案

連携先企業：3社
株式会社日立システムズと共同でPoC実施
株式会社パスコ
MS＆ADインターリスク総研株式会社

フィールドワーク 環境DNA分析 地理情報解析（GIS）

生物多様性や生態系の観測、分析データ

森林全体の俯瞰データ

衛星・航空レーザー・ドローン
によるリモートセンシング

当社サービス：Biosphere-Viewer® 顧客

※本サービスは顧客の課題：森林経営の外部資金の確保、
森林資産価値の可視化、森林への投資リターンの可視化
を解決するものです。

連携先（顧客窓口）

実績

大手測量会社・大手SaaS・IT関連・大手林業会社
※提携先メリット：当社協業シナジーによる提供
サービスの高付加価値化

顧客

自治体・行政・森林組合

森林管理・整備の担い手
森林経営の外部資金確保

森林資産価値の可視化が課題！
森林資源のデジタル管理
森林の多面的価値評価
造林計画の策定支援

不動産・林業・電力・金融関連
企業 etc

森林経営への投資元
投資リターンの可視化が課題！

官公庁・自治体への
営業ネットワークが
広い事業者

例：大手測量会社
大手SaaS、IT関連
大手林業会社

※これまでに、
株式会社日立システムズ
株式会社パスコ
との連携を確立済

連携企業

提供サービス

所有森林

分析・評価
計画策定業務
の一部提供

個別の森林情報

データ分析

分析・評価
計画策定
の依頼

一部業務の委託

森林事業への投資
（ふるさと納税等）

森林機能や価値の
評価データ提供

森林クレジットの売買
森林ファンドの運営

提案：投資型森林経営のビジネス化を推進！
生態学に基づく当社サービスと連携先企業とのシナジーにより森林経営・森林
管理の課題を解決する。

￥ お金 i 情報S サービス A アクション

レポート作成
施業代行
モニタリング

ビジネスフロー

サンリット
・シードリングス

OUTPUT

自治体・行政・森林組合（森林管理・整備の担い手）
不動産・林業・電力・金融企業 （森林経営への投資元）

コア技術
生態学ナレッジ
独自のデータベース

林

【衛星データ活用アワード ファイナリスト_ビジネスアイデア紹介】

森林の多面的機能および経済的価値の「見える化」による投資型森林
経営の促進/サンリット・シードリングス株式会社



実証成果のご紹介
株式会社日立システムズ様と群馬県森連様の施業対象
森林をモデルにサービスの効果検証を実施

下記内容詳細は日立システム様
リリースをご確認ください。

実施内容
■水源涵養機能・生物多様性・樹木成長の観点で森林の現状を定量評価。経済的価値を算出。

■適地適木によるシミュレーションを実施。
※水源涵養量評価：林野庁が2026年3月に公表した「林地における水資源涵養量（貯留機能）の簡易評価手法」

経済的価値算出：環境省が2025年5月に公表した「自然資本の経済的価値評価の活用可能性について」に示される

評価式のうち、⑫渇水の防止による地域の水保全、⑭洪水の防止による地域の安全維持、⑱土壌劣化・砂漠化の防

止による地域の経済活動(産業活動)の維持

実施例
■水源涵養量の推定およびその経済的価値の算出

日立システムズの森林解析技術とサンリット・シードリングスのGIS分析技術を組み合わせ、対

象地の水源涵養量評価および経済的価値を算出。環境省が2025年5月に公表した「自然資本の経

済的価値評価の活用可能性について」に示される評価式を採用し、対象森林の水源涵養機能を維

持することで、対象地域において年間約4,900万円の便益が生まれると計算。また「適地適木」

の考え方で森林整備を行った場合、年間約6,000万円までの価値向上が期待できることを確認。

実施枠組み、成果の活用イメージ

実施期間
2025年11月～2026年3月
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